
Researchers

が「人権と平和構築」という研究を志した原点は、小学校
から中学校にかけての3年間をエジプトで過ごしたことに
あると思います。労働を強いられるなど、現地の子どもた

ちの状況に強いカルチャーショックを受けたのです。そして日本で
大学院を修了し、法律事務所に勤務した後、イギリスの大学院へ。
留学中に国際機関で働きたいと考え始め、国連ボランティアとして
クロアチアで平和維持業務に従事しました。その後大学院で博士課
程を修了し、激しい武力紛争の起きたボスニア・ヘルツェゴビナで
平和構築に携わる機会を得ました。こうして振り返ると、我ながら
随分色々な経験をしたものだと思います。しかし、これらすべての経
験や出会いがあったからこそ、今の私や研究があるのだと考えてい
ます。
　現在は、「人権」「土地・不動産」「ビジネス」の3つの視点から平和
構築の研究に取り組んでいます。「人権に基づく平和構築」では、紛
争の原因や結果として生じる人権侵害を探り、それを生み出す社会
のあり方を把握し分析します。「土地・不動産と平和構築」では、武
力紛争による強制移住などの事例を研究し、こうした問題への対
処・予防方法を考えていきます。「ビジネスと平和構築」は新しい研
究です。以前は平和構築と言えば国連が行うものでしたが、現在は
市民団体などさまざまなアクターが参画しています。その1つが企
業、つまりビジネスです。「利潤を追求する企業体が平和構築に寄
与するとは思えない」という声もありますが、私自身の経験から見る
と、ビジネスには政治や民族などの枠組みを超えて、共通の利益や
妥協点を見出しやすい傾向があり、紛争や分断を超える力があると
考えています。
　平和構築では、過去から新たに学ぶことが大切です。ですから私
の研究は、インタビューを通してさまざまな体験を集めることが重
要な位置を占めます。例えば、紛争で教育機会を失った人々の話を
聞くこともその1つ。相手と共に紛争を追体験することは辛いことで
すが、現実的な平和構築を考える上では欠かせません。また、私は
現場体験が重要だと考えています。日本でも東京と被爆地である広
島とでは、平和に対する思いの強さに違いを感じることがあります。
その地に立ち、においや空気を体感して初めて見えてくるものがあ
ると思うのです。現場に立脚した研究から導き出した問題点や解決
方法を提言し、世界の平和構築に役立てたいと考えています。

私

1
左：ボスニア・ヘルツェゴビナ帰
還民のインタビュー。ボスニアは
紛争時の強制移住で奪われた不
動産の90％以上が、国際機関の
力で元の持ち主に返還された非
常に特殊な例。
右：同国の中央選挙委員会では顧
問を務めた。

近年分担執筆した書籍。左：国
連の平和維持と人権について、
中央：水平的不平等、認識、政治
制度の観点からアフリカの紛争
予防について、右：ボスニア・ヘ
ルツェゴビナにおける土地・不
動産問題について。 2

上：広島大学がセンサー開発に大きく関与した、フェルミ衛星によって発見したガ
ンマ線で光る巨大な高エネルギー電子雲。大きさは数100万光年。
下：宇宙科学研究所、名古屋大学、東京大学などとともに開発製造したガンマ線を
観測する装置の衛星打ち上げ前試験の様子。

えばブラックホールや中性子星な
ど、極めて密度が高い、重力が強
いあるいは磁場が強いといった、

地球上ではあり得ない極限状態にあるもの
を極限宇宙といいます。私たち極限宇宙研
究拠点CORE-Uは、そうした極限宇宙の研
究に取り組む最先端の場所です。CORE-U
では宇宙からの視点（マクロ）と、物質を構
成する最も基本的な粒子である素粒子（ミ
クロ）の視点、両方の研究者が集まり、互い
の視点を共有しながら研究に取り組んでい
ます。最先端の研究拠点として世界的にも
認められているCORE-Uですが、今後は工
学部や統計学など、他学部や他分野との連
携・融合を図って研究の幅や厚みを広げた
いと考えています。
　私自身は、人工衛星を使って、X線ガンマ
線という目に見えない光で宇宙を観測する

例
マクロ視点の研究を行っています。可視光
線では一見穏やかに見える宇宙ですが、X
線ガンマ線を使うと、そこは天体が放出す
る激しいエネルギーに満ちた空間であるこ
とがわかります。研究対象は、銀河団、活動
銀河核（巨大質量ブラックホール）、恒星質
量ブラックホール連星などの極限宇宙で
す。どうしてブラックホールが生まれたの
か、銀河団はどのように成長するのかと
いった課題を、人工衛星から送られてくる
データの解析を通して解明したいと考えて
います。また、私はこれまでに「あすか」「す
ざく」「フェルミガンマ線天文衛星（フェルミ
衛星）」など、いくつものX線ガンマ線観測装
置の開発に参加してきましたが、さらに独
自性豊かな研究を目指し、観測機器の基礎
開発にも積極的に取り組んでいます。
　私が宇宙に興味を抱いたきっかけは、子

どもの頃に触れた本やテレビ番組ですが、
大学でX線を用いて観測された宇宙の写真
を見たことから極限宇宙に強く惹かれ、現
在の研究へとつながりました。観測をはじ
め、データ解析や論文執筆、さまざまな実験
などに取り組む毎日ですが、宇宙研究の醍
醐味は今まで誰も見たことのない現象や天
体を発見した瞬間にあります。その瞬間の
喜びや達成感は、日々の研究の苦労を吹き
飛ばし、再びそういう瞬間を味わいたいと
いう思いが研究のモチベーションになって
いると思います。
　最終的な目標は宇宙の成り立ちを解明す
ること。しかし、それはずっと未来の話で
しょう。人類が追い求めて止まない宇宙の
謎を解く鍵を探すために、これからも研究
に邁進したいと思います。
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東京外国語大学フランス語学科国際関係コース卒業、同大学院地域研究研究科修了後、国際法律事
務所勤務を経て渡英し、エセックス大学にて修士号（国際人権法）、ウォーリック大学にて法学博士取
得。在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本大使館専門調査員、同国国際機関政治顧問などを経て、2015

（平成27）年より現職。専門は平和構築、国際人権法。「人権に基づく平和構築」、「HLP（Housing, 
Land and Property）権」、「ビジネスと平和構築」を主なテーマとして研究を行っている。
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東京大学理学部卒業、同大学院理学系研究科物理学
修了、博士（理学）。同研究科助手、本学大学院理学研究
科准教授を経て、2008（平成20）年より現職。専門は数
物系科学、物理学、素粒子・原子核・宇宙線・宇宙物理。
主に人工衛星を用いたX線ガンマ線宇宙観測を行って
おり、数々のX線天文衛星の開発に携わっている。

現場や体験に立脚した研究で、
世界の平和構築に貢献したい

最先端研究が開く、明日への扉かなえたい夢があるかなえたい夢がある

観測研究で新たな現象や天体に出会い、
宇宙の成り立ちに迫りたい


